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Abstract 


Both the methods of Darrell-Wahba and Gillies-Govan were used in parallel for 
pyocine typing of test-strains in the present study, consisting of 8 indicators (G1-G8) 
and 2 type strains (Ty.1 and Ty.16) for the G-G method and of 12 indicators (W1-W12) 
for the D-W method. In the G-G method defibrinated horse blood was used throughout 
the present study. 

The first experiment was carried out to compare those activities of pyocines produ- 
ced, with one another, on slightly modified media as described in the remarks for 
Tables 2 and 4, using the similar slant culture originatad from a la colony of each 
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test-strain. No different patterns were observed on strains shown in Tables 1 and 3. 
In tables 2 and 4, the first pairs of inhibition patterns for each strain were obtained 
by the first typing of the experiment, the second pairs were observed by the typing 
on 2 days later, and the third ones were showed by the typing performed 5 days after 
the second typing. From these results, it can be said that trypto-soy agar(Eiken)was 
usefull in place of tryptone soya agar (Oxoid) for both the typing methods and horse 
blood stored in the refrigerator for 3 weeks had no trouble with the use for the G-G 
method. It may be worth to pay regard, however, to the result showing that there 
were some strains producing different pyocines after the storage for one week. 
Basing upon the reasons obtained from the experiment and after due consideration of 
the results, trypto-soy agar was used in the further experiments. 

Secondly, 6 slants among the test-strains were subjected preliminarily to the 
comparison of pyocine productivities with one another on the media different from the 
original method 2 days after the third typing of the first experiment. Excepting Gl 
from Table 5 and Ty.16 from Table6, the same pattern in each strain was observed 
on a different medium each, but many more strains should be to be examined before 
the defiaite conclusion can be safely drawn. 

The pyocine produced by la and sm colonies and ordinary subcultures of ll test- 
strains were studied and typed using 3 sets of indicator under the same cultural 
condition as the producers on the day. Inhibition patterns observed by different 
colonial conditions of the producers (Tables 7—10) and sensitivities to the pyocines of 
the 3 sets of indicator (Tables 11—14) were fairly complicated. ^ Differences of the 
inhibition patterns between la and sm types of producers were observed in 9 cases by 
the G-G method (Table 8) and 14 cases by the G-W method (Table 10), and different 
sensitivities between la and sm sets of indicator were seen in 13 cases by former 
method (Table 12) and in 19 cases by later method (Table 14). These findings 
indicate that the colonial type of indicators may be regard as more weighty factor to 
obtain reproducible results than that of the producers. At any rate, fresh la colonies 
should be selected and used for the pyocine typing, irrespective of being test-strains 
to be typed and or of being indicator strains. | 

In the fourth experiment, a la colony of each indicator and 9 la colonies of type 
strains were typed using 2 sets of indicator originated from different la colonies 
selected just before the use. According to the G-G method (Table 15), 33 out of 38 
colonies showed no difference between the patterns obtained by 2 sets of indicator, 
whereas by the D-W mehtod (Table 16), different patterns were observed among 12 
out of 29 colonies excepting the results of Ty. 16. From the observation above, it 
can safely be said that no difference in sensitivity to pyocine and production of pyocine 
were observed among different la colonies. 
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固 型 培地 平板 上 で の 交 又 塗 抹 法 に よる ピオ ォ オン ン 型 別 
法 に は , Darrell and Wahba(1964) と Gillies and 
Govan (19660 の 2 法 が 報告 され て お り , 後者 に つい 
て は 1, 2 報 (1971) , 前 者 は 3 報 1972) と それ ぞ 
れ 個 別に 基礎 的 検討 を 加え て きた . また これ ら の 人 研究 
に や や 遅れ て ある い は 併行 し て 実施 きれ た も の と し て , 
同門 の 吉川 (1970) , 村上 (970) の 報告 が ある . 


これ ら の 成績 を 縮合 し た 結果 , 残さ れ た 検討 事項 の 
ー つ と し て , 3 報 考察 の 終り に の べた よう に , WO 
比較 を 行なっ て その いずれ か を 実用 化す る た め に は , 
古川 の 第 4 実験 で の み 行 な ち わ れ た よう な 両 型 別 法 の 併 
行 実 施 が 既報 に つぐ も の と し て 取上げ られ る に 至っ た . 
昭和 45 年 1 月 以降 , 前 報 供 試 の 分 離 菌 に つい て 後 法 に 
は その 後 購入 が 容易 と な っ た ウマ 血液 加 第 地 を 使用 し 
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C, 前 法 と 同時 実施 の も ふと で 型 別 を 開始 し た . さら 
に その 間 に 両 法 で Ee と し て 用 いら れ て いる 
Tryptone soya agar (Oxoid) も 入手 で きた の で , X 
途 基 地 办 差 所 二 国 成 秆 人 只 影响 ， 市 最 血液 二 去 办 保存 
の 問題 , さら に は 既報 で は 末 実 施 で あっ た 塩野 谷 , 本 
間 (1968) の sm 型 帝 を も 加え て の 解離 集落 型 に よる 
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供 試 菌株 Darrell-Wahba ik (W 法 ) ピオ シン 型 
別 用 指示 菌 12 株 OW 1 一 W12) お よび Gillies-Govan 
法 (G 法 ) 指示 菌 8 株 (G 1 一 G 8 ) と その 型 標 準 株 
2 株 (Ty、1, Ty. 16) の 計 22 株 を 使用 し た . いずれ 
も 約 1 カ ヵ月 間隔 で 普通 寒天 斜面 に 継 代 保存 きれ て きた 
も の を 出発 材料 と し た . 

Gillies-Govan の ピオ シン 型 別 法 : 1 報 記 載 の 方 法 


x ë Bm 


第 1 実験 : 基礎 培地 と し て Tryptone soya agar 
(Oxoid) と トリ プ ト ソ イ 和 寒天 第 地 ( 栄 研 ) の 比較 , 
さら に どど 法 で は 添加 ウマ 血液 の 保存 期間 , W 法 で は 培 
地 へ の 3 添加 物 に 及ぼ す 加 熱 の 影響 を 知る と と も に , 
ピオ シン 型 別 結果 の 再現 性 も 検討 する 目的 で 以下 の よ 
ら うに 行なっ た . 昭和 45 年 1 月 下旬 供 試 22 株 は すべ て 一 
旦 普 通 寒天 平板 に 分 離し , 塩野 谷 , 本 間 (1968) の la 
型 集落 単 個 を 普通 寒天 斜面 に 培養 , 翌日 初回 の 産生 菌 
と し て ブイ ョ ヨン 培養 を 行なっ た 後 は ゴム 栓 を 施し て 室 
温 に 保存 , 以後 は 必要 に 応じ て これ より 直接 プイ ョ ン 
HEL TEEN EILERA t L TAO. 実験 は 3 
回 に わか れ , 2 回 目 は 2 日後, 3 回 目 は さら に 5 日 後 
に 行なっ た . G 法 の 場合 1 2 回 目 は Oxoid 培地 を 
基礎 と し て , これ に 購入 直後 と 3 週間 氷室 保存 の ウマ 
血液 を 加え た も の の 比較 , 3 回 目 は 添加 血液 と し て は 


新鮮 な も ぁ る の を 用 いた 際 の 両 基礎 培地 の 比較 を 行なっ た . 


W 法 で は 1, 2 回 目 は 基礎 塔 地 間 の 比較 , 3 回 目 は 栄 
研 製 の み を 用 い , FI RRN E ORALE 100 倍 濃 
ED 3 添加 物 混 合 液 を 加え た 場合 と 常 法 (添加 後 高圧 
RED を 比較 し た . 

G 法 の 成績 を みる と , 表 1 に 示し た 8 株 で は 6 成績 
が 完全 に 合致 し , 表 の 順に 28 型 , JEEE, 3 型 2 株 , 
1 型 A 株 と 判定 され た が , 残る 14 株 で は 表 2 に 示す 結 
果 が 得 ら れ た . 原 法 そ の まま の 培地 と し て Oxoid 製 
と 新鮮 血 の 組合 せ (1, 3, 5 段 ) に よる 成績 を 比較 
する と , W2 (3%), W5 (1%), W6 〈3 型 ) を 


産生 ピオ シン の 作用 域 お よび それ ら の ビオ ン ン 感受 性 
な ど に つい て の 検討 $ 行 な っ た . 

本 報 に は 上 記 の うち 基礎 的 検討 の み を 取上げ , 分 離 
株 に 関す る 型 別 結果 は , その 後 再び 実施 し た 成績 を も 
加え て 次 報 と する 予定 で ある . piden x OVI 
43 回 日 本 細菌 学会 総会 アン ポ ジウ ゥ ウム に お いて 発表 し た . 
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と 同様 に 行なっ た . 添加 血液 と し て は ウマ 脱 セ モン イ 
液 ( 槍 橋 ) の み を 使用 し , 特記 し な い 場 合 は すべ て ト 
リプ ト ソ イ 寒 天 培 地 COPD を 基礎 塔 地 と し た . 

Darrell-Wabba の ビオ シン 型 別 法 : 使用 シャ ー レ 
を G 法 と 統一 し , その 内 径 84mm の も の に 約 40ml 
を 注 加 し て 用 いた ほか は 3 報 と 同様 に 行なっ た . 
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除く 11 株 で は 不一致 が か み ら れ た が , 3 回 の らち 2 回 の 
成績 合致 で 型 別 する と , G3 (35 型 ) G4 (3 型 ), 
G7 (5 型 )，Ty.16(16 型 ),，W 4 (102, W7 (1 
型 )，W 8 (1 型 )，W 9 (10 型 )，W10 (3 型 ) の 9 
株 が これ に 該当 し , G 2，W11 2 株 が variable type 
(VT) と な る . Oxoid 落 地 と 保存 血 の 組 合せ と し て 
2, 4 自 目 を みる と , G2 (3] 型 )，G4 (3 型 )， 
Ty.l6 ( 型 別 不能 )。W 4 (00095, W5 (14), W6 
C3 AD, W7 《1 型 ) W8 (1%), W10 (3705, 
W11 (32D L, G3, G7, W2, W9 の 4 株 を 除 
いて は 型 別 可 能 で ある . この 結果 を 上 記 新 鮮血 の 場合 
と 比較 する と W5, W6 で は 5 成績 , G4, W4, W 
7, W8, W10 は 4 成績 が 合致 すなわち 両 判定 結果 が 
Table |. Results of reproducible strains 


observed by Gillies-Govan method 
of the first experiment 


Strains Patterns 


G 1 
G 5 
G 6 

8 
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符合 し て お り , 残る 7 株 の うち 6 株 で は W 2 が 4 成績 , 
G3, G7, Ty.16, W9, WI で は 3 成績 が 合致 し , 
Ty. 16, WIL 以外 で は 保存 血 に よる 成績 の うち 符合 
し な い の は 指示 菌 の らち 1 株 (順に G7, G5, G3, 
G 8) に 対し て の み で あっ て , 今回 検討 し た 約 3 週間 
の 血液 保存 は 成績 判定 に 影響 し な か っ た と いえ る . K 
研 製 塔 地 に 新鮮 血 を 加え て 得 ら れ た 6 段 目 の 成績 の う 
b, G4, W4, W7, W9, W10, WIHA 6 株 は 既 


i" 
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述 の 所 見 に さら に 1 回 の 合致 成績 を 加え る も の で , x 
1 の 8 株 を 加え る と , 供 試 22 株 の うち 14 株 で は 基礎 培 
地 に よる 差 は み ら れ な か っ た こと と な る . この 所 見 は 
さら に , G 2 で は 保存 血 に よる 2 成績 と , Ty.l6 で は 
新鮮 血 の う ち 2 回 で み ら れ た も の と , G3, G7 で は 
1, 2 回 目 の パ ター ン と は 異な る も の の 同時 に 実施 し 
た も の と は 合致 し た こと に よっ て も 黄 持 され る , AH 
地 の 使用 は G 法 に 関し て は 1 回 の み で あり , 上 記 で ふ 


Table 2. Results of non-reproducible strains observed by Gillies- な ovan 
method of the first experiment 

Str. Patterns Str. Patterns Str. Patterns 
ーーー キ ーー エー 土 十 十 一 十 一 十 一 一 一 一 十 十 一 十 土 
o spe 十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 土 
一 一 一 一 一 一 エー en 十 十 十 十 十 一 十 十 
一 一 圭一 一 一 土 一 士 十 十 一 十 一 十 一 十 十 二 十 圭一 十 十 
一 一 一 一 一 一 トー 土 十 十 一 十 一 一 一 一 十 一 一 一 一 十 土 
十 十 一 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 十 十 十 一 一 一 十 十 十 十 一 
十 十 一 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 十 士 十 十 土 土 十 十 十 十 一 

G 3 十 十 一 一 十 一 十 一 W 4 十 十 十 十 十 十 十 十 W 9 十 十 十 十 十 十 十 十 
十 十 一 一 一 一 十 一 十 十 十 十 十 十 十 土 十 十 十 十 十 十 十 十 
一 十 一 一 十 一 一 一 一 一 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 土 
一 十 一 一 十 一 一 一 十 十 十 十 十 土 十 十 土 土 十 十 十 十 十 十 
十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 十 十 十 一 十 一 土 一 
十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 土 十 十 十 一 十 一 十 一 
十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 土 十 十 圭一 十 一 十 一 
圭一 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 十 土 十 一 十 一 十 一 
土 土 土 一 十 一 十 一 十 十 土 一 十 一 十 一 十 十 十 一 土 一 十 一 
一 一 一 一 十 一 一 一 十 十 十 一 十 一 十 一 一 土 十 一 十 一 十 一 
一 一 土 一 十 一 一 一 土 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 一 十 一 十 一 
一 一 一 一 十 一 一 一 十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 一 十 一 十 一 
一 一 士 十 十 圭一 一 十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 一 十 一 十 一 
一 一 土 土 十 土 一 一 一 十 一 一 十 一 土 一 十 十 十 一 十 一 十 一 
十 一 十 十 一 一 十 土 十 十 十 十 十 一 十 一 


十 一 十 十 一 一 十 十 W 7 
十 土 十 十 一 一 十 十 
十 十 十 十 一 一 十 十 
十 一 十 十 一 一 十 圭 


Ty.16 


十 十 十 十 十 一 十 十 
十 十 十 十 十 一 十 十 
十 十 十 十 十 一 十 十 
十 十 十 十 十 一 十 十 
十 十 十 十 十 一 十 十 


First, 3rd and 5th, 2nd and 4th, 


3 weeks old blood, and Eiken TSA with fresh blood respectively. 


and 6th patterns from the top of each 
strain were obtained by Oxoid TSA with fresh blood, Oxoid TSA with 
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れ な か っ た W2. W5, W6, W8 特 に 後 の 2 株 で は 
か な りな 変動 が か み ら れ る の で 結論 は 下 し 得 な い . し か 
し わが 国 に お ける 実用 面 を 考慮 し て 以後 の 実験 に は 原 
法 に 使用 の 基礎 塔 地 に 代え て 本 培地 を 用 いる こと と し 
た 、 第 2 実験 以下 で 得 ら れ た 成績 を 粽 合 蕊 大 办 四 上 
Oxoid 落 地 で の 結果 の 比較 は 後に 考察 を 加える . 

一 方 W 法 に より 得 ら れ た 成績 で は , 表 3 の 5 株 で は 
6 成績 が 合致 し た が , いずれ も 原 表 (古川 , 1970 参 照 ) 
に 示さ れ た パタ ー ン ジ と は 異な っ て いた . W4 に は 不 一 
致 点 が 見 られ た 残る 17 株 の 成績 を 示し た . 原 法 に 使用 
の Oxoid 培地 に よる 成績 と し て 1, 3 段 目 を 比較 す 
る と , G5, G6, G7, G8, Ty. 1, W7 の 6 株 
で は 合致 が か み ら れ , G3, W1, W3, W5, W11. 
W12 の 6 株 は それ ぞ れ 指示 菌 の うち 1 株 (順に W 1, 
W6, W4, W2, W9, W2) に 対す る 態度 の 差 の 
み で あっ た . 栄 研 製 を 用 いた 2, 4. 6 段 目 を みる と , 
G5, W7 で 3 成績 すべ て , G2, G3, G6, Ty.l, 
W3, W5, WII, Wi12 の 8 株 で 2 成績 が 符合 し て い 
た . これ ら 2 種 を 総 合 す る と , G5, W7 で 5 成績 , 
G6 で 4 成績 , G2, G3, G7, G8, Ty. 1, W 
3, W5, W11, W12 の 9 株 で 3 成績 が 合致 し , 基礎 
薄 地 に よる 差 は な いも の と し て も よい 所 見 で ある . W 
XS AS WU e JU z 725 段 目 の 成績 は , 上 記 5 成績 の 
符合 し た で 5, W7 で は 1 カ所 で の 不一致 が か み られ た 
が , G3, G6, G8, WII, W12 の 5 株 で は 上 述 の 
所 見 に さら に 1 回 の 合致 成績 を 加え た こと と な っ た . 
この ほか G7, W5 で は 3 回 目 の パ ター ン は 同じ で あ 
0, G2, W 3 で も その 間 に 1 指示 菌 に 対す る 態度 に 
ZA, 全体 と し て みる と 丘 加 物 に 対す 
る 加熱 の 影響 は 告 定 し 得る も の と 思わ れ た , 

HET k AREZ EWO ELKEL Oh TAHE 
し て 通 覧 する と , 6, 5, 4 成績 の 合致 し た 株 数 が G 
法 で 8, 6, 4 株 に 対し て , W 法 で は 5, 3, 4 株 で 
あっ て W 法 の 劣性 が 認め らち られる. し か し これ が 指示 菌 
株 の 数 に よる も の と も いえ る の で , 3 報 で W 法 の 判定 
に 適用 を 行なっ た Zabransky and Day の Mayo 方 
式 に 準じ て , 指示 菌 W 1 一 W 8 に つい て の 成績 と し て 
整理 する と , 上 記 の 順に 6, 4. 5 株 と な っ た も の の , 
や は り そ の 劣性 は 否定 で き な い . 

第 2 実験 Gillies and Govan (1966) は 180 株 を 
用 いて , 両 法 塔 地表 よび 堪 杖 条件 を 組合 葵 た 比較 を 行 
な っ て いる . われ われ も 1 報 で 培養 温度 と 時 間 に よ る 
成績 変動 を 確認 し た が , 使用 培地 の 差 に ょ る 変動 の 有 
無 を 目 験 する た め に 本 実験 を 行なっ た . 供 試 菌株 は , 
G 法 指示 菌 お よび 型 標準 株 か ら , G2 は VT, G5 は 


Table 3. Results of reproducible strains 
observed by Darrell-Wahba method 
of the first experiment 


Strains Patterns 

G 1 NO 

W 2 To= we eec ie ee xpo acean de 

W 6 "Se Hy Re be Eh Se 

W 8 ue pee e cp spe cete cet xb e 
十 十 十 一 十 十 十 十 


W 9 十 十 
NT, G6, G8 は G4 と 同型 で ある の で 除外 し た 6 
株 と し , トリ プ ト ソ メイ 寒天 培地 ( 栄 研 ) を 基礎 培地 に , 
G 法 培地 , W 法 塔 地 ( 常 法 調製 と 濾過 減 赤 し た 3 添加 
物 加 ) と 参考 まで に 基礎 培地 の 4 種 で 比較 を 行なっ た . 
この 実験 は 第 1 実験 第 3 回 日 の 2 日 後に 実施 し た も の 
で , 前 実験 に 供 試 し た 斜面 培養 を 用 い , GE, W 法 は 
それ ぞ れ の 養 温度 と 時 間 で 併行 し て 行なっ た . 

G 法 に よる 成績 は 表 5 の よう ら で あ り , G4, G7, 
Ty.l で は 4 培地 と も に 同一 ペタ ー ン を 示し , Ty.l 
で は 前 実験 を 含め て 完全 に , G 4 で は 前 回 の 1 成績 を 
除く 9 成績 が , G 7 で は 前 回 の 能 い 阻止 以外 で は 完 
に 合致 し た が , 残る 3 株 で は G 3 と Ty.16 で それ ぞ 
れる 2 種 の パタ ー ン が み ら れ る も の の 培地 間 に 一 定 の 関 
係 は 認め られ ず , 前 実験 で 6 成績 すべ て が 28 型 で あっ 
た G 1 は 全く 異な っ た パタ ー ン を 示し た . 

W 法 で は 表 6 に 示し た 成績 が 得 ら れ , 完全 に 合致 し 
た の は G 1 のみ で あっ た が , G3, G7, Ty.l で は 
それ ぞ れ 1 ヵ所 の み , G 4 で も 2 カ所 の 差 で あっ て , 
W 法 に 用 いら れ て いる 3 添加 物 の 意義 は 認め られ な い 
所 見 で あっ た . 今回 の 成績 を 表 3, 4 と 比較 する と , 
G 1 は 10 成 績 すべ て , G 3 が 4 回 と 3 回 G7 Ty. 
1 で は 2 回 と 3 回 の パタ ー ン が 合致 し て いた . 

本 実験 で は 供 試 菌株 が 6 株 と 少な い の で 結論 は 下 し 
得 な い が , G 法 , W 法 と も に 基礎 培地 の みみ で も 目的 を 
達し 得る と の 所 見 で あっ た と いえ る る. 

第 3 実験 : 経 臓 菌 の 解離 集落 型 14, sm に よる ビオ 
ン ン 感受 性 の 差 は 塩野 谷 , 本間 (1968) に よっ て 報告 
され て いる が , それ ら に よる 産生 ピオ ン ン の 作用 域 に 
関す る 検討 は な され て いな い . そこ で 今回 供 試 の 22 株 
より la Æ, sm 型 集 落 の 分 離 を 試み , その 獲得 後 同 
ー 日 に 両 型 別 法 を 併 試し し か も 産生 側 , 感受 性 側 か 
ら の 検討 も 加え る こと と し た . 産生 株 , Jma y h 
それ ぞ れ に つい て la B, sm WE, X DIE 
ょ より 継 代 保存 の も の も 加え て 比較 する こと と し た の で , 
実施 に 当っ て の 制約 か ら 産 生 菌 側 に は 供 試 22 株 の うち 
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Table 4. Results of non-reproducible strains observed by Darrell-Wahba 
method of the first experiment 
Str. Patterns Str. Patterns Str. Patterns 
土 一 十 十 一 十 一 一 一 一 十 一 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 ギー ーー キー キキ 王寺 
二 二 二 一 二 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 jp ee i ee E 
G 一 一 十 一 一 十 Ec G 8 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 W 5 十 一 一 一 一 十 一 一 十 十 一 十 
一 一 十 一 一 十 一 一 一 一 一 一 十 一 士 一 十 十 十 土 一 十 一 一 十 十 一 一 一 土 一 一 十 十 -十 
ーー キー テキ テー デー キー 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 十 一 一 一 一 十 一 一 十 十 一 十 
ーー 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 Ee gps 
ギー キキ ーー ニー 一 キトー 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 十 十 一 一 一 十 一 一 十 十 一 土 
十 一 一 十 一 一 一 一 一 キキ ーー 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 十 十 一 一 一 十 一 一 十 十 一 土 
Quo eed pee uu Ade ee dee wo A o a 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 十 一 一 十 十 士 一 十 十 十 一 一 土 一 一 土 土 一 一 一 土 一 一 十 十 一 十 
= epucu— qoem 十 一 一 十 一 十 一 十 十 十 一 一 十 一 一 ug quse 
一 一 一 土 一 一 一 一 一 エーー 十 土 十 一 十 十 土 一 一 土 一 一 土 土 一 一 一 圭一 一 十 十 一 土 
十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 土 十 一 十 一 一 一 一 一 十 一 一 二 一 一 一 圭一 一 一 一 一 一 一 
圭一 土 一 十 土 十 一 一 十 一 一 一 十 土 十 一 土 一 一 一 十 一 一 十 一 一 一 十 十 一 一 一 一 一 一 
ee エーーーーー 一 
土 一 圭一 十 一 十 一 土 土 一 一 一 十 一 十 一 一 一 土 十 十 十 一 十 一 一 一 土 一 一 一 一 一 一 一 
土 土 一 一 十 十 土 一 土 士 填 一 ee キーー ==- 
一 一 一 一 十 土 土 一 土 土 一 一 一 十 一 十 土 一 一 一 十 十 圭一 一 一 一 一 十 十 一 一 一 一 一 一 
一 十 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 十 一 十 一 一 一 一 一 于 二 十 一 二 一直 十 十 十 二 一 
和 一 十 一 一 十 土 十 一 一 一 一 一 十 一 十 土 十 一 十 十 十 十 一 一 
eum PEE a wp epe pecus wig Bede 
一 十 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 十 一 土 一 一 一 一 一 十 一 十 一 十 一 土 十 十 十 一 一 
zie E 十 一 一 一 一 一 一 e a a 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 一 一 
一 十 一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 ee ye 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 一 一 
Pe pi pico 于 ポポ = 
十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 一 一 十 十 一 一 十 十 裕一 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
Ga TARRASA or sbiteeedepicuepeu- a Aae 
--+-+-Ł+++-— 十 十 一 一 十 十 十 一 十 十 一 一 十 十 十 一 十 十 土 一 十 十 一 一 
十 一 十 一 十 一 土 十 十 十 一 一 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 一 一 十 十 十 一 十 十 十 一 土 十 一 一 
十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 一 一 于 一 十 圭 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 
十 一 一 土 一 一 一 一 一 十 十 一 十 十 一 一 十 十 十 十 十 十 一 十 
于 :二 于 生生 十 十 一 十 十 十 一 十 十 十 十 十 十 一 十 
きみ eepeseeee に lo 
二 十 十 一 十 十 一 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
十 十 一 十 一 一 一 一 一 十 十 一 十 十 一 一 十 十 十 一 十 十 一 十 
十 圭一 土 一 一 一 一 一 十 十 一 


十 十 一 一 十 十 十 十 十 十 一 一 


First and 3rd patterns from the top of each strain were obtained by Oxoid 
TSA and others were obtained by Eiken TSA. 
Fifth one was supplemented by the mixed solution of three supplements 
sterilized by Seitz filtration. 
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Table 5. Results obtained by Gillies-Govan method of the second experiment 
Str. Patterns Str. Patterns Str. Patterns 
ー エ エキ ーー キー 十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 
G 1 一 十 一 十 一 一 圭一 G 4 十 十 十 一 十 一 十 一 Ty .1 十 十 十 十 十 一 十 十 
dn ges ee ドキ キー キキ ギー キー, ドキ 
一 十 一 土 一 一 一 一 十 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十 一 十 十 
キーー キ ーー a 十 一 十 十 一 一 十 十 
G 3 VE do d ou CES SS Jy dep 
十 十 一 一 十 一 一 一 一 一 ~ 一 十 一 一 一 十 一 十 一 一 一 十 十 
一 十 一 一 十 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一 十 一 十 圭一 一 十 十 
From the top of each strains, patterns were obtained by 5% horse blood TSA, 
piane TSA, TSA with filtrated and heated supplements of Darrell-Wahba. 
Table 6. Results obtained by Darrell-Wahba method of the second experiment 
Str. Patterns Str. Patterns Str. Patterns 
一 十 一 一 一 十 一 一 一 十 一 一 土 一 土 一 十 十 十 一 十 土 一 一 十 十 十 一 十 十 十 一 一 土 一 一 
RM CM Ed cz d mcis E 
一 十 一 一 一 圭一 一 一 十 一 一 エー キー 二 二 エー キキ エーー 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 一 
一 十 一 一 一 十 一 一 一 十 一 一 + キー キー キー トー エエ ーー 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
ee 了 neptis eee 全 全 十 十 一 ei ee 
"I FE 十 十 pudo ye EIE 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 十 一 一 十 十 一 十 一 一 一 一 一 十 十 一 一 圭一 十 土 一 一 一 站 十 一 一 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 土 一 一 十 一 一 十 一 一 一 一 一 十 士 一 十 十 一 十 一 和 圭一 十 十 十 十 一 
Remarks are the same as for Table 5. 
Table 7. Results of strains showing no differences among colonial types of 
producers by Gillies-Govan method of the third experiment 
Prod. Ind. Patterns Prod. Ind. Patterns Prod. Ind. Patterns 
a eee la 十 十 十 十 十 一 十 十 la 十 十 十 十 十 十 十 十 
G1 Ty. 1 mix 十 十 十 十 十 一 十 十 W 9 mix 十 十 十 十 十 十 十 十 
d = sm 十 十 十 十 十 一 十 十 sm ”十 十 十 十 十 十 十 十 
EE ER ma eds MM m 
G-4 mix キキ キー キー キー Ty.16 W10 
mix 一 一 一 一 十 一 一 一 PIECE A la EG 
G 7 W L mix 十 十 十 十 十 一 十 十 W12 
sm uc E T" mix 十 十 十 十 十 一 十 十 


十 十 十 十 十 一 十 十 


"la or sm indicates the culture originated from a la or sm colony. "mix" 
indicates ordinarily subcultured ones. (They are used in Tables 8— 14.) 
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11 株 を 使用 し た . この 場合 その 選定 に は 第 1 実験 G 法 
の 結果 を 参考 に , 同一 型 は 1 株 (W 法 で 差 が み ら れ る 
場合 は 2 株) を 用 いる こと を 原則 と し た . 昭和 45 年 2 
月 下旬 , 予め 純化 し て お いた 22 株 より の la 刑 お よび 
sm 型 の 斜面 生 養 の うち 上 記 11 株 分 を 平板 に 分 離 , X 
日 定型 的 な 集落 各 1 個 と 常 法 に より 継 代 保存 中 の 斜面 
か ら ブ イ ョ ン に 移植 , 3 日 目 に は 産生 株 33 種 の 塗 抹 を 
行なう と と も に , 上 記 11 株 に つい て は 同一 集落 の 残部 
より , 残る 11 株 で は それ ぞ れ の 両 集落 型 の 保存 斜面 よ 
り 平 板 に 分 離 , 4 日 月 に は 定型 的 集落 各 1 個 と 常 法 保 
TERES 74 a VANIER, 境 養 4 時間 後に 指示 菌 と 
し て 槍 抹 した. その 成績 を , GE, W 法 に 区 分 し , さ 
ら に 産生 面 , 感受 性 面 そ れ ぞ れ で の 集落 型 に 整理 し て 
以下 に 表示 する と と も に 説明 を 加え る . 

G 法 で の 成績 を ピオ シン 産生 株 に お ける 集落 条件 の 
差 と し て 整理 する と , まず 産生 株 の 3 条件 に 関係 な く 
ある 指示 功 セ ッ ト に 対し て 単 一 な パタ ー ン を 示し た の 
は , 産生 側 11 株 33 種 の うち 表 7 に 示す 22 種 で あっ た . 
残る 11 種 で は 表 8 の よう に な り , G7, W12 で は 1a 弄 , 
sm 型 に よる 産生 ピオ ン ン の 作用 域 は それ ぞ れ に つき 
同一 で あり , また 表 7 の パタ ー ン と ゃ 合致 し て いた . 
そこ で 全 成 績 を la W, sm 型 菌 の 産生 ピ ォ シン 問 の 
異同 と し て みる と , 33 種 の ら も 24 種 に は 差 が な か っ た 
こと と な る . 表 8 で 残る 9 種 の うち G1, G2 の 3 種 , 
Ty.16, W10 で は sm 型 菌 産生 ピオ シン の 作用 域 は 
la 型 責 の それ に 工 一 2 指示 菌 を 加え た も の と な っ て 
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お り , G 3 で は 3 種 と も 異な っ た 作用 域 を 示し て いた . 
表 8 で 各 株 に 対す る 成績 の ら も 中 段 に 示し た 常 法 保存 
Ape ( 両 集落 型 の 混在 と 考え られ る ) に よる 産生 ピ 
オン ン は , G1, Ty.16 で は la 型 芝 の それ と , G3 
の 2 種 , W10 で は sm 型 菌 と 同じ パタ ー ン を 示し , 
残る 6 種 で は いずれ も 異な っ た 態度 を と っ て いた . 

W 法 に よっ て 得 ら れ た 成績 を 同じ く 産 生 株 側 か ら 整 
理 す る と , 33 種 の うち 17 種 で は 産生 株 の 性 状 に 関係 な 
く 表 9 に 示し た パタ ー ン が みみ られ た . 表 10 に 示 し た の 
が 残る 16 種 に つい て の 成績 で あり , G4xla W10x 
mix の 2 種 で は laH, sm 型 産生 オ ピ ン シン は 同一 ペタ 
ー ン を 示し , la 型 , sm 型 菌 問 の 産生 ピオ シン が 合致 
し た の は 33 種 の うろ ち 19 種 と な る . 表 10 の も の の らち G 
2 の 2 種 。G4xmix, G70 218, Ty.16 xsm, 
W1, Wl0xla で は sm 型 菌 産生 ピオ シン の 指示 貢 
1 一 2 株 に 対す る 作用 域 拡大 , G3 の 2 種 , W12 で は 
逆 に 種々 の 縮 少 が みみ られ, 残る 3 種 (G2xsm, Ty.16 
xla, W10xsm) で は 異な っ た パタ ー ン が みみ られ た . 
各 株 中 段 の 成績 で は , G3xla, G4x mix, Wl, W12 
で は la 型 芝 と 同じ で あっ た が , 残る 12 種 で は , sm 型 
細 と 一 致し た も の は な く , すべ て 複雑 な 関係 で あっ た . 
つい で W 法 に よる 成績 の らち W1 一 W 8 に 対す る 部 分 
の み で 整理 し て みた が , la W, sm WAZ LASA — 
ン の 合致 に W12, sm 型 帝 ピオ シン で の 作用 域 拡大 に 
W10xsm が 加え られ た の み で あっ た だ た. 

以上 と は 逆 に , G 法 の 成績 を , ある ピオ シン 区 対す 


Results of strains showing differences among colonial types of 


producers by Gillies-Govan method of the third experiment 


Prod. Ind. Patterns Prod. Índ. Patterns Prod. Ind. Patterns 
一 一 一 十 一 一 圭一 = = 十 二 十 十 一 一 十 十 
G 1 sm 一 一 一 十 一 一 土 一 G 3 la 一 十 一 一 十 一 十 一 Ty.16 la 土 十 十 十 一 一 十 土 
一 土 一 十 一 一 圭一 一 十 一 一 十 一 十 一 se EE 
ーー キー キト 上 一 一 一 士 十 一 一 十 一 土 土 土 一 土 一 十 一 
G2 la 于 十 十 十 十 土 十 一 G 3 mix 十 十 一 一 十 一 一 一 WIO mix 十 十 十 一 十 一 十 土 
二 一 十 二 一 十 十 土 ee e em 十 土 十 一 十 一 十 十 
一 一 圭一 一 一 圭一 一 一 一 一 一 t= 十 土 十 土 十 一 十 土 
G2 mix 土 一 十 土 十 一 土 一 G 3 sm zu E ーー W12 sm ttt == 
土 一 十 一 一 一 十 十 十 十 一 一 十 一 一 一 十 十 十 十 十 一 十 十 
Ce uL 十 LS rs だ 十 a 
G 2 sm 一 一 土 十 土 一 一 一 G 7 la 人 
二 一 下 和 SE Eo 


Patterns from the top of each strain were obtained by la, mix and sm 


cultures of producers respectively. 
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Remarks are the same as for Table 8. 


Table 9, Results of strains showing no differences among colonial types 
of producers by Darrell-Wahba method of the third experiment 
Prod. Ind. Patterns Prod. Ind Patterns 
la DR Ty.16 mix ー キ ー キ ーーーーーーーー 
G 1 mix 一 十 一 一 一 十 一 一 一 十 一 一 uM E 
VENE. "ENG D EUM wap da uH d 
G3 mx ^ ーーー キーーーーー キ ーー vid Dep C MNA 
G 4 sm 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 la 十 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 十 
G 7 sm dqpesseepeedneeescc dE W 9 mix 十 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 十 
E P "mu -— _ EM -— 
la — — e Dee 2 
Ty.1 mix 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 W12 la 十 十 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
Sm Se sm NE A 
Table 10. Results of strains showing differences among colonial types of 
producers by Darrell-Wahba method of the third experiment 
Prod Ind Patterns Prod. Ind. Patterns 
一 一 土 一 一 十 一 一 一 一 十 一 十 一 一 圭一 一 一 一 一 十 一 一 
G 2 la O Ct pussicsampus OE G 7 mix RE ue 
キー キサ 二 一 キーーーー キ オー PR 
一 一 十 一 一 十 一 一 一 一 土 一 en es weite get 
G 2 mix 十 一 十 一 一 十 一 一 一 一 - 十 一 Tv.16 la 二 
十 一 十 一 一 十 一 圭一 一 十 一 一 十 十 十 一 十 一 一 一 十 一 一 
一 一 一 十 土 十 一 一 土 十 一 土 一 一 一 十 一 十 土 一 一 一 一 一 
G 2 sm 十 十 十 十 一 十 一 一 土 土 十 土 Ty.16 sm go i eec ec Hp 
士 土 十 十 一 十 一 一 一 一 圭一 一 一 土 十 一 十 土 一 一 十 一 一 
doa p ossQe eee ce rd ee 
G 3 la ee 十 一 一 W 1 mix 一 十 一 一 十 一 十 一 一 一 一 一 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 十 一 一 一 十 一 一 十 十 土 一 一 一 一 一 
キーー キ ーー キー キキ ー キ 5 一 一 一 一 十 土 一 一 一 一 一 
G 3 sm 土 一 一 十 一 一 一 土 一 十 一 一 W10 la ms 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 土 一 一 十 一 一 一 一 十 十 一 一 一 一 一 
十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 npe a o re 
G4 la 十 一 十 一 一 十 十 一 十 士 一 一 W10 mix 圭一 一 一 十 一 十 一 一 一 一 一 
十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 十 一 一 一 十 十 圭一 一 一 一 一 
十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 土 一 一 一 一 十 一 一 土 一 一 土 
G 4 mix 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 W10 sm Sam co 
十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 土 一 十 一 一 十 十 一 一 一 一 一 
十 一 一 十 一 一 一 一 一 十 一 一 十 十 十 一 十 土 十 一 十 十 一 一 
G7 la i eee es des Wi2 mix Be se cedente 
needs E eem キキ ギ キー 


十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 一 
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Table 11. Cases showing no differences among colonial types of indicator 
sets by Gillies-Govan method of the third experiment 
Producers Patterns ProZucers Patterns Producers Patterns 
la 十 十 十 一 十 一 十 一 la 十 十 十 十 十 一 十 十 la 十 十 十 十 十 十 十 十 
G 4 mix 十 十 十 一 十 一 十 一 Ty. 1 mix ”十 十 十 十 十 一 十 十 W93 mx 十 十 十 十 十 十 十 十 
sm 土 十 十 一 十 一 十 一 sm 十 十 十 十 十 一 十 十 sm eS Sh 2 
| エキ エエ オー++ WOO la 十 十 十 一 十 一 十 一 
a ーー ドー ペー z 
G 7 人 wi? la 十 十 十 十 十 一 十 十 
CE sm 十 十 十 十 十 一 十 十 sm 十 十 十 十 十 一 十 十 
Table 12. Cases showing differences among colonial types of indicator 
sets by Gillies-Govan method of the third experiment 
Producers Patterns Producers Patterns Producers Patterns 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 一 土 一 一 一 十 一 土 十 十 十 一 一 十 圭 
G- l dd. ASSAS dee G 3 la Ese us epp Ty.16 mix Sep eese. 
ーーー キ ーー エー 一 一 一 一 一 一 em 人 
Poe UE oes EE bt 
GO Io mx ë == Bees G 3 mix BE prese Ty.16 sm i a te 
ME 人 SE i 
edes et em —— qe Eo nes 
G 1 sm 一 一 一 一 一 一 エー G 3 sm エキ ーー キキ ーー 一 W10 mix 十 十 十 一 十 一 十 土 
et s er peces 土 土 十 一 十 一 十 一 
excu cpu i ーー Pe 
G 2 la cdcenipu eee G 7 mix 一 一 一 一 十 一 一 一 W10 sm 十 土 十 一 十 一 十 十 
.ee 本 人 全 十 十 十 一 十 一 十 一 
土 十 十 十 十 土 十 一 土 土 十 十 一 一 十 十 十 十 十 十 十 一 十 十 
G 2 mix qoedpupipueeqese Ty.16 la 二 二 W12 mix 十 十 十 二 十 一 十 十 
ste cbep mex 人 T e A A a oe eia sis e E 
二 一 十 土 一 十 十 土 
G2 sm 圭一 十 一 一 一 十 十 
Patterns from the top of each strain were obtained by la, mix and sm 
cultures of indicator sets respectively. 
Table 13. Cases showing no differences among colonial types of indicator 
sets by Darrell-Wahba method of the third experiment 
Producers Patterns Producers Patterns 
| Ty. 1 mix dqappeeBepepexe e 
Ree EE M EA A IM sm ddgpesq esce end 
[ 一 十 一 一 一 十 一 一 一 十 一 一 | 
mm W1 sm 一 十 一 一 十 十 十 一 一 一 一 一 
G4 sm TE E wi la uox MIN IE 


十 十 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
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る 集落 性 状 別 指示 菌 セ ッ ト 3 種 の 示す 態度 と し て 整理 
し た と ころ , 産生 株 33 種 の うち 表 11 に 示 し た 17 種 で は 
指示 菌 セッ ト に よる 差 は み ら れ な か っ た . 表 12 に 示し 
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た 16 種 で は 種々 の 程度 に 差異 が みみ られ た が , W10 で は 


2 種 と も la, sm 


刑 指示 菌 に よる 差 は な く , GIO 


3 種 で は いずれ も sm 型 指示 菌 セ ッ ト で の 感受 性 域 撤 


Table 14. Cases showing differences among colonial types of indicator 
sets by Darrell-Wahba method of the third experiment 
Producers Patterns Producers Patterns 
cpu pese dem opu 二 本 得 一 
G 2 la prep pese eere es Ty.16 mix 二 
二 Eh 
ee 一 十 十 十 一 十 一 一 一 十 一 一 
G2 mix A Ty.16 sm i n ees 
十 十 十 十 一 十 一 一 土 土 十 圭 一 一 土 十 一 十 圭一 一 十 一 一 
a re Em 
G2 sm 十 一 十 一 一 十 一 土 一 一 十 一 Wi la 一 十 一 一 十 一 十 一 一 一 一 一 
aeta e EAT gk eiko ee a i 
土 一 一 十 一 一 一 一 一 penes e a 
G 3 la lcm: c LE Bee W 1 mix ES 
土 一 一 十 一 一 十 一 十 十 一 圭 一 十 一 一 十 十 十 一 一 一 一 一 
a 了 ar 
G3 mix rese cse ge W9 la i eh em 
モニ テー ギーーー キ ー キ ーー el 
ixi 十 一 一 十 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 十 
G 3 sm mE TeS W 9 mix a = 
一 一 一 十 一 一 一 一 一 土 一 一 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 十 十 
于 十 全 本 本 相生 十 十 十 一 十 十 十 十 一 十 十 十 
G4 la 十 一 十 一 十 一 十 一 十 十 一 一 W9 sm 土生 十 一 十 十 土 十 一 十 十 十 
十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 土 十 十 一 十 十 十 一 一 十 十 十 
キー キーー キ キー キキ ーー 。 。 。 ーーーーー SE 
G 4 mix 本 W10 la Juescecce es TE 
十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 モーーーー キ ーー キーー キ 
A e 2 EU en 
G7 la a T W10 mix Bees pecu eere 
2 圭一 一 一 一 十 十 一 一 一 一 一 
PES EnA gan 十 一 一 一 一 十 十 一 一 一 一 一 
G 7 mix dcbet e dac Wl0 sm EPC 
ie 呈 キ ーー マー 洲 下 まき 土 一 十 一 一 十 十 一 一 一 一 一 
e 十 十 一 十 十 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
G 7 sm nt RE W12 sm Pea kc a a 
机 a Co Ed es ie 
a esce eee 
Ty.16 la Ee ER 
= 


Remarks are the same as for Table 12. 
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K, G2 の 3 種 , G32 la と mix, G7, Ty.16 の 
3f8, W12 で は 逆 に 縮 少 が み ら れ , G3 sm で は 異な 
っ だ パター ンジ で あっ た . 本 表 中 段 の 成績 で は W12 は 1a 
型 指示 菌 と , G3 sm, G 7 で は sm 型 指示 菌 と 合致 し 
た が , G2 の 3 種 で は 両 型 の 中 間 的 な パタ ー ン を 示し , 
残る 10 種 で は いずれ と も 異な っ た 態度 で あっ た . 

一 方 W 法 の 場合 は , 表 13 の 10 種 が 指示 菌 セ ッ ト に よ 
る 差異 を 示さ ず , 残る 23 種 で は 表 14 の よう で あっ た . 
同 表 の うち , la, sm 型 指示 菌 で の 成績 が 一 致し た の は 
G4 la, W1 の 2 種 , W12 で あり , G2 の mix と sm, 
G 3 の すべ て , G4 mix, G7 la, W10 sm で は sm 
型 指示 菌 便 下 只 感受 性 株 四 增加 ，W 9 の すべ て と W10 
mix で の その 減少 が み ら れ , 残る 7 種 で は 両 型 セ ッ ト 
間 の 差異 は 複雑 で あっ た . 通常 保存 の 指示 菌 セ ッ ト で 
(X, G2 la,G 7 O la と sm, 3 種 の W 9 で la Mey 
ト と , G3sm は sm 型 セ ッ ト と 同じ パタ ー ン を 示し , 
残る 16 種 に は , 中 間 的 な パタ ー ン は み ら れ ずい ずれ も 
複雑 な 態度 で あっ た . ここ で る も 指示 菌 W1ーW 8 oi 
囲 内 で の 成績 整理 を 行なっ た と ころ , W12 sm が 3 
セッ ト 合 致 , 解離 両 型 指示 菌 問 に 差 が な か っ た も の と 
し て G7 la, sm 型 セ ッ ト 側 で の 感受 性 株 数 の 減少 例 と 
し て G7 の mix と sm が 加え られ だ た だ. 


请 1E 
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本 実験 で 同一 株 の la WAL sm 型 菌 が その 産生 ピ 
オォ シン に 差 を 示し た の は , 供 試 33 種 の うち G 法 で 9 種 , 
W 法 14 種 で ある の に 対し て , 指示 菌 セ ッ ト の 集落 型 に 
よっ て 同一 ピオ シン へ の 感受 性 に 差 を 認め た の は , G 
法 13 種 , W 法 19 種 と な り , 産生 側 よ りゃ も 型 別に 対す る 


影響 が 大 で あり , 指示 南側 で も 集落 型 を 考慮 すべ き で 


ある こと を 示し て いる . そこ で , 菌株 の 平板 分 離 を 行 
な うと 1a 型 菌 集落 が 多く sm 型 菌 集落 の 検出 が 困難 な 
株 も 存在 する こと , また 本 間 ら に よる 血清 型 別 (1970) 
に la WAZ, さら に われ われ も 2 報 以来 それ を 使用 

し て いる こと な ど を 考慮 し て , 今後 は 産生 株 , 指示 菌 
株 と も に 使用 前 日 一 旦 平板 に 分 離 , 1a 型 菌 単 個 集落 を 
ブイ ョ ン に 培養 し て 用 いる こと に し た た. 

第 4 実験 : ここ で は 産生 菌 と し て 両 型 別 法 指 示 菌 の 
la 型 単 個 集 落と G 法 型 標準 株 の 1a 型 集落 9 個 ず つ を 
用 い , 指示 菌 に は 2 個 の la 型 集落 办 户 忒 所 他 所 培 状 
し た 2 セッ ト を 使用 , G 法 と W 法 を 同時 に 実施 し て , 
集落 の 差 に よる 成績 の 変動 の 有無 を 検討 し よう と し た . 

G 法 に よる 全 成 績 を 示し た の が 表 15 で あり , 供 試 38 
集落 の うち G1, G2, W6 と Ty.16 の 集落 4, 7, 
計 5 集落 で 指示 菌 の モッ ト 差 に よる 不一致 が か み ら れ た 
の み で , 33 集 落 で は 相 異 点 は な か っ た . 産生 株 の 集落 


Table 15. Results obtained by Gillies-Govan method of the fourth experiment 
Producers Patterns Producers Patterns Producers Patterns 
G 1 = wi pi a C5 ———————— W 1 debe 
Sunc i UEM ques 
G 6 土 十 十 一 十 一 十 一 W 2 二 
G 2 土 一 十 一 一 一 十 一 
ee ies G7 一 一 一 一 十 一 一 一 W3 ey rls te T 
G 3 ドキ ーー 中 ー 和 キー G 8 D e A = W4 十 十 十 十 十 十 十 十 
G 4 + W 5 十 十 十 十 十 一 十 十 
1 A PS ee ロー 
2 十 土 十 十 一 一 十 一 2 PP 
1 十 十 十 十 十 一 十 十 98 十 十 十 一 十 一 十 一 
3 qo— pepe 
2 T4BTEeG-E W 7 十 十 十 十 十 一 十 十 
z 十 土 十 十 一 一 十 一 
3 ea a nn A is 4 $ REER 
c aide 9 W 8 十 十 十 十 十 一 十 十 
Ty.16 5  t—tt—-—-- 
Ty.1 5 十 十 十 十 十 一 十 十 CH W 9 EE E 
6 aa Eo Pk E E の VEM We 0 C0 W10 Sud ues obe 
7 十 十 十 十 十 一 十 十 十 土 十 十 一 一 十 一 rue 
人 8 キト 一 ホーー セー W 
9 十 十 十 十 十 一 十 十 9 Es ik W12 52 ER a i 


two sets of indicator. 
In the cases of Ty.1 and 16, 
nine of la colonies. 


A pattern for each strain indicates that no difference was observad between 


the production of pyocine was compared with 
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差 に つい て は , Ty.1 で は 全く 問題 点 は な く , Ty. 16 
で は 集落 2, 4, 7 を 除く 6 集落 の 重複 成績 と 集落 4, 
7 の それ ぞ れ 1 成績 が 同一 ペタ ー ン を , 集落 2 の 2 成 
績 と 同 4, 7 の 残る も の は それ に G 2 へ の 阻止 が 加わ 
っ た パタ ー ン を 示し て いた . 

一 方 W 法 で は 表 16 に 示し た 成績 が 得 ら れ , 指示 菌 2 
セッ ト 間 に 差 が み ら れ な か っ た の は 11 株 17 集 落 に すぎ 
な か っ た . また 指示 菌 W 1 一 W 8 に 対す る 成績 に 限っ 
た 場合 で も W 2, W8, W12, Ty.1 の 集落 8 が 追加 
され る の み で あっ た . 産生 株 の 集落 問 で は , Ty.1 は 


集落 7, 8 で 一 方 の セッ ト の 1 指示 菌 へ の 弱い 阻止 が 
加わ っ た の み で , まず 問題 は な か っ た の に 対し て , 
Ty.16 の 場合 は 全集 落 に わた っ て , また それ ぞ れ の 指 
示 功 セ ッ ト で も 多様 な パタ ー ン が みみ られ た た . 

結局 G 法 に 関し て は 産生 菌 , 指示 菌 い ずれ に お いて 
も 集落 に よる 成績 の 変動 は な か っ た と いえ る . W 法 の 
場合 , あ まり に も 著しい 差 が か み ら れ た Ty.16 に は 他 
の 原因 が ある も の と も 考え られ る の で これ を 除外 する 
と , 指示 菌 2 セ モッ ト の 比較 で は 29 種 の ろ ち 17 種 で 合致 , 
不一致 例 12 種 の うろ ち G 7 を 除く 11 種 で は 極め て 弱い 阻 


Tadle 16. Results obtained by Darrell-Wahba method of the fourth experiment 


Producers Patterns Producers Patterns 
一 十 一 一 十 十 十 一 一 一 一 一 
mud ee ce La 土 十 一 一 十 十 十 一 一 一 一 一 
Ee in 
2 mM C A NEM 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
RE Tn W 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 一 圭 
十 一 一 十 一 土 一 一 一 土 一 一 — n nn ic: 
G 3 a vo W 3 dope i ss ee le i or 
m MU TE S i 
G 5 ie uds 十 十 一 一 一 十 土 一 十 十 一 十 
十 十 一 一 一 一 一 一 
G 6 decedere ME d Ec pL M 
i peur 
十 十 一 十 一 土 一 一 一 土 土 一 W 7 A e 
G 7 A a peepeme 
ii quedo dcs ee 
G 8 十 一 十 一 十 十 十 一 十 十 W 8 (REN US a 
- ー ー W 9 RE Eo 
1 Jueupcesub ee ii 
一 土 一 十 十 十 一 一 一 十 一 一 W10 0 
2 一 十 一 十 土 十 十 一 土 十 土 土 W11 Be pee oS is i Vi 
ー キ ー 土 主 キー キー キー キ 
3 一 十 一 十 一 十 土 一 一 十 土 土 十 十 十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 
es ao 
1 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
一 十 一 十 一 十 土 一 土 十 一 一 
土 十 一 十 一 十 土 一 一 十 一 一 2 市 中 三 寺中 中 宝生 
土 十 一 十 一 十 土 一 一 十 一 一 3 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
Ty.16 5 mc ME = io oe 
4 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
6 土 十 一 十 一 十 土 一 土 十 一 一 
一 十 一 十 土 十 土 土 一 十 一 土 5 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
Ty. 1 
7 th a S 6 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
i te aie 
7 qub dbspepepescxepeep 
8 一 十 一 十 一 十 十 一 土 十 土 一 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
一 土 一 土 一 十 一 一 一 十 一 土 
g Aoa E EL 
9 一 土 一 十 一 十 土 一 一 十 一 一 ee sis 
二 二 二 二 二 二 三 于 


Remarks are the same as for Table 15. 


9 十 十 十 一 十 十 十 一 一 十 一 十 
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止 が 一 方 へ 追加 され た に 過ぎ ず , 産生 株 の 集落 差 も 
Ty.1 の 9 集落 の み で 判断 する と , いずれ の 面 で も 一 


考 


最初 に , 本 報 で 示し た 成績 の うち で 各 株 ご と に 成績 
再現 性 の 対象 と し 得る も の , すなわち 第 1 実験 (以下 
D で 6 回 中 3 回 以上 み ら れ た パタ ー ン , 第 2 実験 
(CI) の 該当 培地 に ょ る 成績 , 第 3 実験 (TT) で 相互 
に la 型 菌 使用 の 場合 と 第 4 実験 NW) の 間 で 比較 を 
行なっ て , 以下 の 考察 に 利用 する こと と する . この 場 
合 』 に 使用 され た 6 株 は 4 回 , I を 除い て は 3 回 供 試 
し た 5 株 , 1, IMV で 比較 し 得る 11 株 と な る の で , 以下 
それ ぞ れ 6, 5, 11 株 群 と 称す る . 

G 法 で は 6 株 群 の うち も 4 回 を 通じ て 同一 判定 が 得 ら 
れ た の は G4 : 3 型 , G7 :5 型 Ty.1: 1 型 の 3 
株 で 残る G1, G3, Ty.16 で は 成績 が 一 定 せ ず , 
5 株 群 で は G 2 が 不定 で あっ た ほか は W 1 : 135, W 
9 : 104, W10: 3 型 , W12 : 1 刑 と 3 回 合致 し , 11 
PFOS 5WS3 (3 型 と 1 型 ) を 除く 10 株 は , G5: 
NT, G6, G8, W2, W6 (IM の 1 成績 ), W11 と 
も に 3 型 , W4:109, W5, W7, W8: 1 型 と な 
D, 供 試 22 株 の うち 5 株 を 除い て は 再現 性 が み ら れ た 
こと と な る . 一 方 W 法 で は 6 株 群 で G 1 と Ty.1 が 4 
回 G3 と G7 が 1 と I で , G4 が HT と NV で 一 致し , 
Ty.16 が 不定 で あり , 5 株 群 は W 9 と W12 で 3 回 , W 
1 は と NV の 1 成績 が 合致 , 残る G 2, W10 は 不定 と 
な り , 11 株 群 で は 不定 な W 2, W3, W4 を 除く , G 
6, G8, W6, W11 で は 完全 に , G5, W5, W7, 
W8 は IM の 1 成績 が 一 致し , 22 株 の うち 全く 再現 性 が 
な いも の は 6 株 で G 法 と 近似 と た なる. し か し その 内 容 
を 詳細 に みる と 一 部 合致 例 が より 多く 含ま れ G 法 に 劣 
る こと は 明らか で あっ た . この W 法 の 評価 は 指示 菌 W 
1 一 W 8 に 限定 し G 法 と 対等 と し て も ゃ も , 6 株 群 の G 7 
が 3 回 , 5 株 群 で G 2 が 1 と 1』 で , 11 株 群 の W 3 が 合 
致 と や や 増加 し た の み で , その 劣性 傾向 は 耕 定 で き な 
か っ た . これ ら の 所 見 を 各 株 の 安定 性 と し て みる と , 
G1 が W 法 , W2, WA, W10 は G 法 で 安定 で ある が 
他 法 で 不定 で あっ て , 再現 人 性 の 問題 は 産生 株 側 か ら の 
み で は 解決 し 得 ず , 指示 男 側 お よび 培地 の 差 も 考慮 す 
る 必要 が ある と 考え られる. 

第 1 実験 G 法 の 結果 か ら は 既に 説明 し た よう に , 購 
入 後 3 週間 の 血液 保存 が 可能 で ある こと は 今後 の 実験 
に 便宜 を 提供 する も の で ある . し か し 栄 研 製 基礎 培地 
の 使用 は 当時 1 回 試み られ た の み で あり , その 際 表 2 
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応 問題 は な いも の と み ら れ る . 


察 


の G3, で G7 の よう に 3 回 目 に このみ 1, 2 回 と 異な っ 
た バターン が み ら れ た も の , また W 5, W6, Wg の 
よう に その 部 分 で の み 差 異 を 認め た 例 も あっ て , 特に 
前 者 で は その 変化 が 斜面 塔 杖 保 存 1 週 で 行なわ れ た こ 
と に よる 可能 性 も 考慮 する 要 が あり 結論 を 保留 し た . 
そこ で 前 述 の 再現 性 検討 結果 を 組合 せ て 前 後 4 一 2 回 
栄 研 製 塔 地 で 得 ら れ た 成績 と し て みる と , 6 株 群 の G 
4, Ty.1 で は 4 成績 , G7 で は [を 除く 3 成績 , 5 
株 群 の W1, W9, W10, W12 で 3 成績 , 11 株 群 は G 

5. G6, G8, W4, W7, W11 で 2 成績 が 合致 し 
た こと と な り , | で 差 の あっ た G 7 で は 充分 に , 同じ 
く W2, W5, W6, W8 で は IM に お いて Oxoid X 
地 と の 一 致 成績 を 追加 し た 訳 で , 栄 研 培 地 を 代用 し 得 
る 所 見 と な っ た . W 法 で は 既に 説明 し た よう に Oxoid 
製 で 3 回, 栄 研 製 2 回 の 実施 に よっ て 代用 可 と の 結論 
を 得 て い る . W 法 に 関し て 非 加熱 添加 物 で 試み た の は , 
その 後に お いて 6 株 の み で , その 際 は G1, G3, 
G 7 で は 合致 所 見 が ある も の の , それ 以上 の 検討 は 実 
施し な か っ た こと も あっ て , 本 報 で は 特に 考察 の 対象 
と は せ ず 今後 の 型 別に は 添加 後 高圧 減 責 し た も の を 使 
用 する こと と し た . 

第 2 実験 で は 少数 株 の 供 試 で は あっ た が , 培地 の 差 
に よる 著 変 は み ら れ な い 場 合 が 多く , 使用 培地 の 簡略 
化 に 希望 を も た せら れ た 所 見 と いえ る が , この 点 に 関 
し て は 別途 検討 する こと と する . 

第 3 実験 は 複雑 な 組合 わせ で 行なわ れ , し か も 1 回 
の 実施 で は ある が , 産生 菌 の 個々 , HABEO» 
は 全く 同一 プイ ョ ン 人 培養 を 用 いて いる の で , 全 成 績 を 
表 7 一 14 の よう に 整理 し て 説明 を 行なっ た . その 結果 
を 要約 する と , 緑 騰 責 の 解離 集落 型 間 に は 産生 ピオ ン 
ン ま た は ピオ ン ン 感受 性 の 面 で 差異 が 認め られ る 場合 
が あり , その 影響 は 感受 性 の 面 に 大 きく , いずれ も G 
法 の 場合 より も W 法 に お いて 頻度 が 高かっ た と いえ る . 
そこ で 既に 説明 し た よう に 今後 の 型 別 に は 被 検 画 , 指 
示 菌 と も に 新鮮 な 集落 で la 型 と 確認 し た も の を 使用 
する こと と し た . な お 既報 で 供 試し た 分 離 株 の 両 集落 
型 に よる 産生 ピオ ン ン 間 の 比較 も 時 期 を 同じ くし て 実 
施し て いる が , その 成績 に つい て は 次 報 で の べ る . 

第 4 実験 は 2 株 に つい て それ ぞ れ la 型 9 集落 の , 20 
株 で は 単 個 集落 の 産生 ピオ シン を , 各 指 示 菌 か ら 同 じ 
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€ la 型 集落 2 個 を と っ て 組合 せ た 2 種 の セッ ト で 刑 
列 し た も の で , 実験 の 範囲 内 で は Ty.16 の W 法 を 除 
いて すべ て , 集落 の 差 に よる 変動 は 否定 で きた も の で 
ある . Ty.16 は 他 の 成績 か ら み て も 変動 性 が 大 で あ 
る が , 本 実験 W 法 の 成績 は 特に 著しく 指示 菌 の 同一 セ 
ッ ト に つい て も 区 る の パタ ー ン が るみ ら れ 理 解 に 苦し む 


も の で ある . この 点 に 関し て は 実験 的 理 付 け は な い が , 


W 法 培地 に よる 影響 か と の 錠 問 も 生ずる . 
再 堺 性 より みた 両 法 の 比較 は 古川 1970) お よび 3 
報 に よっ て 行なわ れ て お り ,W 法 の 判定 を W 1 一 -W 8 


nie] 


1) 緑 騰 菌 の 解離 集落 型 で ある la WAL sm AUD 
の 間 に は 産生 ピオ シン ン の 作用 域 お よび ピオ ン ン 感受 性 
に 差異 を 認め る 場合 が あ D. て の 変動 は 感受 性 側 に お 


いて 頻度 が 高い . 
2) 産生 菌 , JEDAL bE la 型 集落 個々 に よる 成 
編 変 動 は 谷 定 し 得る . 


3) ピオ ン ン 型 別に 際 し て は 被 検 菌 , 指示 菌 と も に 
新 鮭 集落 に つき la 型 を 確認 し て 使用 する こと が 望ま 


ょ G 法 指示 黄 数 に 等 し くし て も G 法 が 勝 れ て いる こと 
は 明らか で あっ た . し か し 古川 の 第 4 実験 を 除い て は 
いずれ ふも 両 法 時 期 を 異 に し て 実施 きれ て お り , 今回 の 
実験 は 併 試 に よる 結果 で ある 点 か ら そ の 結論 に 歩 を 進 
め た も の と いえ る . 既 述 の よう に 3 報 ま で に 供 試し た 
分 離 株 の 両 法 併 試 に よる 弄 別 は 本 実験 の 間 に 終 了 , さ 

に 1 回 の 追加 も あり , その ほか 4 カ所 より 依頼 され 
た 多数 株 に つい て の 成績 も 判明 し て お り , いずれ も G 
法 の 優位 を 示し て いる . 


3 


Ls 
4 ) 従来 $ 使 用 し て きた トリ ブ ト ソイ 寒天 培地 CX 
研 ) は いずれ の 弄 別 法 に 対し て も 原 法 と の 間 に 差 異 を 
示さ な いと 判定 する . 

5) G 法 に 漆 加 する ウマ 腕 セ ン イ 血液 は 少な く と も 
3 髄 間 の 氷室 保存 まで は 使用 し 得る . 

6) 基礎 培地 単独 使用 に よる 型 別 の 可能 人 性 を 示す 所 
見 を 得 た . 


皿 入 至 木 義 男 名 準 教 授 の 御 校 関 に 心から 謝意 を 表し ます . 
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